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モ
ク
モ
ク

フ
ァ
ー
ム

取
り
組
み
紹
介
の
本
開
困

且詞

置
車
公
園
の
運
営
や
圏
産
闘
の
生
瞳
加
工
、
臨
亮
童
子
置

け
る
圏
提
ビ
ジ
ネ
ス
の
虚
功
酬
と
し
て
、
阿
山
間
酉
揖
舟
の

盟
事
組
合
法
人

「モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
の
車
り

組
み
を
昭
介
し
Tよ
告
新
瞳
嵩
ビ
ジ
ネ
ス
た
だ
い
ま
大
宮
闘
」

市
出
唇
C
れ
た
。
著
者
の
金
丸
弘
美
さ
ん
(
拍
)
(
東
京
都
世

田
苗
区
)
は
「
圏
聾
ハ
ム
一
圃
は
山
中
に
あ
る
の
に
年
間
五
十
万

人
が
肪
れ
る
も
観
光
寅
源
が
な
い
と
唖
く
地
埴
に
は
町
お
こ

し
の
ヒ
ン
ト
に
在
る
は
ず
」
と
臨
し
て
い
る
。

表芹d皇置

本
は
四
六
判
で
二
百
一
昨
。

初
版
五
平
田
を
持
行
。
一
九
八

七
年
副
揖
時
か
-
h
め
軌
師
を
記

し
て
お
り
、
伊
圃
屈
な
ど
の
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
ま
で
の
苦

書:11':

封
や
、
九
亙
牢
オ
ー
プ
ン
し
た

圃
提
公
開
内
に
地
ピ
1
ル
工
場

や
パ
ン
工
肩
を
埋
て
、
ハ
ム
や

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
体
験
工
周
を
世

け
た
り
通
信
霞
売
を
始
め
た
り

し
て
、
楠
費
者
の
人
賓
と
瞳
頼

を
樽
た
儲
々
な
取
り
組
ぷ
を
つ

づ
っ
て
い
る
。

金
丸
さ
ん
は
、
ア
ト
ピ
ー
の

人
が
壇
え
て
い
示
あ
は
童
覇
壇

の
変
化
M
M
E

臨
書
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
舟
注
目
し
、
九
五
年

が
り
会
薗
約
一
一
言
一
か
崩
も
の
農

村
を
酎
ね
揖
い
て
い
る
。
モ
ク

モ
ク
!
ー
に
は
四
年
前
に
閉
め

て
一朝
問
。
短
期
間
に
哩
韓
航
大

平
売
り
ょ
げ
豆
大
幅
増
に
成
功

し
た
点
に
置
き
、
「
一
元
艶
な
盟

揖
を
紹
介
し
た
い
」
と
思
い
、

モ
ク
モ
ク
与
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
の
臥
跡
を
つ
づ
っ
た
ゆ
み
と
金
丸
さ
ん

(上
野
市
内
の
曾
臣
で
)

議
街
.

阻
材
そ
姑
め
た
と
い
う
。

金
丸
さ
ん
は
「
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
ら
に
任
せ
ず
、
生
産
す
る

圏
作
物
や
地
堪
の
且
ぎ
を
自
分

た
ち
で
見
つ
け
、
販
売
ル
l
ト

ま
で
開
拓
し
て
い
る
の
が
輯
晴

ら
し
い
」
と
絶
賛
レ
て
い
る
。

本
は
手
五
百
円
(
税
別
)
。

各
地
富
田
で
取
り
扱
っ
て
い

る
b

問
い
合
わ
せ
は
モ
ク
モ
ク

手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
(
拍

0

9
0
9
)
へ。


